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平成 31年 1月 10 日 

  公益財団法人 全国法人会総連合 

 

 
 

 法人会では、平成 23 年度より定期的に、会員を対象とした景況感アンケートを

実施しています。 

 ついては、平成 30 年 12 月 15 日に実施したアンケートの結果をお知らせします。 

 

 

～アンケート結果・概要～ 

 

① 本年 12 月 15 日現在の景況 →「良い」が 1.3 ㌽ 増加（前回調査比） 

    良い（25.2％）  どちらとも言えない（52.8％）  悪い（22.0％） 

    （前回比+1.3 ㌽）        （前回比▲0.6 ㌽）        （前回比▲0.7 ㌽） 

 

② 3 ヶ月後の景況予測 →「悪くなる」が 4.8 ㌽ 増加（前回調査比） 

    良くなる（16.3％）  変わらない（66.9％）  悪くなる（16.8％） 

    （前回比▲2.1 ㌽）        （前回比▲2.7 ㌽）        （前回比+4.8 ㌽） 

 

    ※前回調査は平成 30 年 9月 15 日 

    （詳細は「次頁以降」をご覧下さい。） 

 

 

～法人会アンケートシステムについて～ 

名称：経経経営営営者者者ののの声声声 ～法人会アンケート調査システム～ 

 さまざまな業種の経営者が集う法人会の規模・特性を活かし、パソコン等で簡単に登録できる

アンケートに会員が回答し、その結果を会員に還元するとともに、広く社会に提供しています。 

景景景   況況況   感感感アアアンンンケケケーーートトト結結結果果果（（（111222 月月月度度度）））   

（法人会会員アンケート） 

問い合わせ先 

公益財団法人 全国法人会総連合     ＴＥＬ：０３－３３５７－６６８１ 

          服部、佐藤     ＦＡＸ：０３－３３５７－６６８２ 

〒160-0002 東京都新宿区四谷坂町 5－6  MAIL：mail@zenkokuhojinkai.or.jp 
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１．アンケート結果（12月分） 

問． 12月15日時点の御社の景況（択一選択）および判断材料（複数選択可）

①良い 337 25.2% ②どちらとも言えない 706 52.8% ③悪い 294 22.0%

Ａ．売り上げ 294 87.2% Ａ．売り上げ 578 81.9% Ａ．売り上げ 260 88.4%

Ｂ．採算状況 166 49.3% Ｂ．採算状況 373 52.8% Ｂ．採算状況 150 51.0%

Ｃ．資金繰り 103 30.6% Ｃ．資金繰り 125 17.7% Ｃ．資金繰り 70 23.8%

Ｄ.業務時間の伸長･短縮 24 7.1% Ｄ.業務時間の伸長･短縮 59 8.4% Ｄ.業務時間の伸長･短縮 20 6.8%

Ｅ．その他 1 0.3% Ｅ．その他 15 2.1% Ｅ．その他 7 2.4%

（前回）　①良い 338 23.9% ②どちらとも言えない 756 53.4% ③悪い 322 22.7%

問．3ヵ月後の景況予測（択一選択）および判断材料（複数選択可）

①良くなる 218 16.3% ②変わらない 894 66.9% ③悪くなる 225 16.8%

Ａ．売り上げ 191 87.6% Ａ．売り上げ 745 83.3% Ａ．売り上げ 199 88.4%

Ｂ．採算状況 90 41.3% Ｂ．採算状況 443 49.6% Ｂ．採算状況 109 48.4%

Ｃ．資金繰り 39 17.9% Ｃ．資金繰り 177 19.8% Ｃ．資金繰り 46 20.4%

Ｄ.業務時間の伸長･短縮 14 6.4% Ｄ.業務時間の伸長･短縮 70 7.8% Ｄ.業務時間の伸長･短縮 14 6.2%

Ｅ．その他 6 2.8% Ｅ．その他 11 1.2% Ｅ．その他 9 4.0%

（前回）　①良くなる 260 18.4% ②変わらない 986 69.6% ③悪くなる 170 12.0%

問．従業員数（択一選択）

①過剰 62 4.6% ②適正 616 46.1% ③不足 659 49.3%

（前回）　①過剰 56 4.0% ②適正 661 46.7% ③不足 699 49.4%

人手不足/仕事量の偏り/引合い件数/燃料費
高騰/売上増も仕入費増/全体的なコスト増/
上期の施策が順調ならず/会員・客先・関連
業者との会話から

人材不足/原材料高騰/輸送費値上げ/
地価上昇/台風・豪雨災害の二次的影響/
業務先の営業状況/

人手不足/原材料、輸送費、廃棄処分費等の
値上げ/材料がない/米国と中国の経済関係
の悪化/公共事業のため２～３月で繁忙期終
了の見込/会員との会話から

人材不足/受注残/付加価値をつけて受注を
取り込む/業界の活性化が進まない/最需要
期に10日間の休み

増税前の駆け込み需要を想定/製品改良と業
務改善による効率化の実現/新規顧客開拓に
関連しての問い合わせ数より/業務量を増や
すことによる人員不足解消

記載なし

 

 

［調査対象］：法人会会員企業経営者等 6,359 名（アンケート配信可能な登録者のみ） 

うち回答者 1,337 名（回答率 21.0％） 

［調査期間］：平成 30年 12 月 14 日～平成 30年 12 月 29 日 

 

[結果コメント]  ※前回調査（平成 30 年 9 月 15 日）との比較、地域別・業種別の比較など。 

・12月時点の景況感は「良い」が 1.3 ㌽増え、「悪い」が 0.7 ㌽減っている。 

・景況感「良い」の判断材料では、「採算状況」が 3.1 ㌽増え、「悪い」の判断材料でも「採算

状況」が 5.3 ㌽増えている。 

・3か月後の景況予測は「良くなる」が 2.1 ㌽減り、「悪くなる」が 4.8 ㌽増えている。 

・景況予測「良くなる」の判断材料では「売り上げ」が 4.7 ㌽減り、「悪くなる」の判断材料で

は「売り上げ」が 6.6 ㌽増えている。 

・当月の景況感、景況予測ともに「その他」の判断材料として、「人手不足」「材料・燃料費の

値上げ」を要因に上げる回答が比較的多く見られた。 

・地域別に見ると、当月の景況感では東海・北陸で「良い」の比率が最も高く(31.7%)、北海

道・東北で最も低い(20.1%)。また、景況予測では、中国・四国で「良くなる」の比率が最も

高く(20.5%)、北海道・東北で最も低かった(8.8%)。 

・業種別に当月の景況感を見ると、建設・製造・工業で「良い」の比率が最も高かった(29.2%)。 

・従業員数では、引き続き「不足」の傾向が見られるが、「過剰」も 0.6 ㌽増えている。 
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２．アンケート内容 

景況感アンケートの内容は次のとおりです。 

 

②・④の判断材料については、Ⓐ売り上げの増加・横ばい・減少、Ⓑ採算状況の良化・横ばい・

悪化、Ⓒ資金繰りの良化・横ばい・悪化等で判断してください。また、Ⓔその他の場合は 20 文字以

内でご回答願います。 

 

 ①毎月 15 日時点の御社の景況（択一選択） Ⓐ良い  Ⓑどちらとも言えない  Ⓒ悪い 

 

 ②判断材料（複数選択可）  Ⓐ売り上げ  Ⓑ採算状況  Ⓒ資金繰り 

               Ⓓ業務時間の伸長・短縮   Ⓔその他 （20文字以内） 

 

 ③３ヵ月後の景況予測（択一選択）    Ⓐ良くなる  Ⓑ変わらない  Ⓒ悪くなる 

 

 ④判断材料（複数選択可）  Ⓐ売り上げ  Ⓑ採算状況  Ⓒ資金繰り 

               Ⓓ業務時間の伸長・短縮   Ⓔその他 （20文字以内） 

 

 ⑤従業員数（択一選択）   Ⓐ過剰    Ⓑ適正    Ⓒ不足 

 

 

３．回答者の属性 

今回実施した景況感アンケート回答者 1,337 名の属性は次のとおりです。 

  

     

地　域 人　数
関東甲信越 461
北海道・東北 194
東海・北陸 230
中国・四国 302
九州・沖縄 150

合　計 1337            

業　種 人　数
農林漁業・鉱業 11
建設・製造・工業 585
情報・流通・販売業 471
サービス関連業 270

合　計 1337           

※属性は全 19 業種に区分しています。 
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＜県連別回答率＞

全体 うち青年部会 うち女性部会

送信対象 回答数 回答率 送信対象 回答数 回答率 送信対象 回答数 回答率

東　京 1,050 195 18.6% 605 105 17.4% 84 15 17.9%

神奈川 182 24 13.2% 145 19 13.1% 2 0 0.0%

千　葉 127 24 18.9% 79 15 19.0% 4 1 25.0%

山　梨 35 7 20.0% 30 5 16.7% 2 1 50.0%

埼　玉 372 106 28.5% 136 38 27.9% 33 5 15.2%

茨　城 106 24 22.6% 85 17 20.0% 11 5 45.5%

栃　木 68 15 22.1% 36 9 25.0% 5 1 20.0%

群　馬 87 20 23.0% 46 11 23.9% 5 1 20.0%

長　野 91 19 20.9% 63 14 22.2% 5 1 20.0%

新　潟 101 27 26.7% 60 16 26.7% 9 4 44.4%

北海道 327 80 24.5% 185 44 23.8% 42 7 16.7%

宮　城 96 14 14.6% 69 12 17.4% 12 1 8.3%

岩　手 127 28 22.0% 89 21 23.6% 8 1 12.5%

福　島 136 26 19.1% 101 22 21.8% 1 0 0.0%

秋　田 39 8 20.5% 35 7 20.0% 5 0 0.0%

青　森 78 21 26.9% 43 13 30.2% 7 2 28.6%

山　形 66 17 25.8% 36 9 25.0% 6 1 16.7%

愛　知 259 53 20.5% 169 30 17.8% 20 4 20.0%

静　岡 330 88 26.7% 191 53 27.7% 33 7 21.2%

三　重 123 17 13.8% 99 8 8.1% 16 2 12.5%

岐　阜 177 30 16.9% 161 26 16.1% 7 3 42.9%

石　川 78 22 28.2% 59 18 30.5% 3 1 33.3%

福　井 56 11 19.6% 41 8 19.5% 7 0 0.0%

富　山 54 9 16.7% 24 5 20.8% 11 1 9.1%

広　島 304 70 23.0% 226 45 19.9% 15 4 26.7%

山　口 232 55 23.7% 89 19 21.3% 22 2 9.1%

岡　山 145 46 31.7% 69 21 30.4% 18 3 16.7%

鳥　取 24 9 37.5% 20 7 35.0% 0 0 0.0%

島　根 104 30 28.8% 48 16 33.3% 8 3 37.5%

香　川 83 21 25.3% 29 4 13.8% 13 3 23.1%

愛　媛 107 28 26.2% 48 10 20.8% 11 2 18.2%

徳　島 80 18 22.5% 40 8 20.0% 15 3 20.0%

高　知 192 25 13.0% 136 18 13.2% 27 5 18.5%

福　岡 237 52 21.9% 117 23 19.7% 16 4 25.0%

佐　賀 46 4 8.7% 30 2 6.7% 6 1 16.7%

長　崎 89 15 16.9% 68 10 14.7% 5 1 20.0%

熊　本 154 26 16.9% 63 11 17.5% 29 4 13.8%

大　分 98 18 18.4% 78 14 17.9% 11 1 9.1%

鹿児島 180 23 12.8% 135 17 12.6% 19 3 15.8%

宮　崎 67 9 13.4% 56 9 16.1% 2 1 50.0%

沖　縄 52 3 5.8% 33 1 3.0% 0 0 0.0%

合　計 6,359 1,337 21.0% 3,872 760 19.6% 555 104 18.7%

　※送信対象は、今回アンケートを実施した時点でのアンケート送信可能な登録者。

県連

 


